








〈はじめに〉 

昭和 56 年厚生省告示 26 によって、母子健康手帳(以下母子手帳)の一部改訂が行われ、そ

の後､母子保健の見直し機運が高まる中、母子手帳の改訂が考慮されつつある。 

昨年度は、全国各都道府県より貴重な母子手帳を送っていただき、現行の母子手帳をその

まま使用している所、一部改訂を既に加えている所など、さまざまであるところから、対

比させながら若干のまとめをしてみた。また京都府では、昭和 56 年度より、毎年各保健所

医師や保健所保健婦などの意見をふまえながら、一部づつ改訂を加えていることから、昭

和 59 年度用の京都府母子手帳と現行の母子手帳とを対比させながら紹介した。 

今年度は、母子手帳の改訂を考える上で、母子保健と学校保健のつなぎとしての母子手帳

のあり方を模策することを目的として、府下小学校の養護教諭を対象にアンケート調査を

行なった。 


